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三畳系成羽層群の地質と地すべり
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Geological and topographical study of landslides in the Triassic
Nariwa Group has been carried out. Nariwa Group is mostly composed of
non-marine deposites and is characterized by cycles of fining upward
successions. Landslides abundantly occur in the non-marine successions.
Slip surfaces occure in coaly mudstones that have conspicuously less
strength than sandstones. Creeps immediately below slip surfaces
contribute to the occurrence of landslides in the Nariwa Group.



























































































































































































































































また図中のA - A ' B - B '間の河床縦断
面図を第８図に示す．第８図に投影した山腹
平坦面は，空中写真判読によって，面の起伏
に表れた開析の度合から，吉備高原面に対比
されると考えられる高位平坦面群と比較的新
しい段丘面とに２区分した．段丘面は，２つ
の河床勾配の遷移点にそれぞれ連続する
（ａ）,（b）2段の面を識別した．第７図から，
地すべり地形の上端部が山頂・山腹平坦面を
円弧状にえぐる形で切っていることが読み取
れる．第８図では，地すべり地形の上端部が
山頂・山腹平坦面を切るもの，下端部が山腹
平坦面上にあたるものが認められ，地すべり
地形が侵食平坦面や段丘面に規制されている
様子がうかがえる．
　４．４　地すべり露頭の観察
　通常，地すべり面は，植生や表土に覆われ
て隠れており，地すべり活動で動くか開ロし
ない限り地表で確認することは難しい．しか
し人工的な切土においては，地すべり露頭と
して観察できることがある．確認された地す
べり面は，安成川沿いの山腹斜面に判読され
た地すべり地形の縁の部分にあたる（第７
図）．この地すべり地形は，上側の山腹平坦
面を切っている．露頭にあらわれた基盤の岩
相は砂岩が優勢で，泥岩，炭質泥岩及びその
破砕したものからなる．すべり面は破砕した
炭質物で黒色を呈し，破砕した炭質泥岩層に
沿って形成されており，炭質物で黒色を呈し
ている．すべり面を境に，上側の移動土塊は
著しく風化して黄褐色を呈している（第９
図）．
　４．５　すべり面の粘土鉱物
　地すべり面の粘土をＸ線で分析レ鉱物の
同定を行った．
　典型的な第三紀層地すべりでは，しばしば
膨潤性に富むモンモリロナイトなどの鉱物が
検出され，それが地すべりの活動を助長する
ものと考えられている．本研究では，調査地
域内の地すべりの内，名原地区で行ったボー
リングで得られたすべり面の粘土に含まれる
鉱物の分析を行った．このすべり面は，岡
本・田中(1990)及び山田(1992)の報
告にあるような，石炭層中に認められるすべ
り面の一つである．比較のために，すべり面
上下の炭質層から採取した試料の分析もあわ
せて行った．第１０図に不定方位試料の粉末
Ｘ線回折パターンを示す．その結果，すべり
面粘土を含むいずれの試料からも，イライト
以外の粘土鉱物はほとんど検出されず，また，
各試料のＸ線回折パターンに顕著な差異も認
められなかった．このことから，モンモリロ
ナイトなどの膨潤性のある粘土鉱物は，名原
第９図　地すべり露頭スケッチ
地区での成羽層群地すべりの発生機構に関与
していないといえる．
　　５．成羽層群地すべりの
　　　　　　　　　　　発生機構
　５．１　地質的素因
　地すべりの発生が地すべり地とその周辺の
成羽層群の岩相及び地質構造とどのように関
連しているか検討した．その結果，本調査地
域の地すべりは，炭質泥岩層を多く挟む層準
に多発している一方で，流れ盤の斜面に集中
していないことが明らかになった．すなわち，
地すべりの発生には炭質泥岩層が関与してい
るが，その層理面の傾斜方向に必ずしも規制
されているわけではない．この結果は，地す
べりの発生が流れ盤に必ずしも支配されない
とすると，何によってもたらされるかという
疑問を残す．疑問に対する一つの解答として，
次のようにクリープの影響を考えた．地すべ
り露頭（第９図）において，露頭の基盤に相
当する部分のうち，左半分（南側）の砂岩は
第１０図　すべり面付近の試料の
　　　　　粉末X線回折パターン
比較的堅牢であり，その走向傾斜は付近の地
質構造とも調和してほぼＥ－Ｗ走向で鉛直に
立っている．地すべりはおおよそＥＮＥの方
角へ滑っていることが地形図から読み取れる
ので，この地すべり地に限っては流れ盤の斜
面に発生したものではないといえる．ところ
が，基盤のうち露頭右側では，すべり面に近
づくほど泥岩の割合が増え，地層は乱れがち
になるとともに，すべり面と調和的な走向傾
斜へ漸移して流れ盤に近い形になる．すべり
面そのものは炭質泥岩層に沿って形成されて
おり，局部的には完全な流れ盤のように見え
る．このような泥岩や炭質泥岩の走向傾斜の
変化はすべり面近くに限られた局所的なもの
であり，これらは，千木良(1985)が［地
表近くで岩盤が重力によって徐々に変形・破
壊する現象］と定義しだ岩盤クリープ”に
よるものであると考えられる．すべり面をな
す破砕した炭質泥岩層は，もとの地層が変形
を受けたものではなく，“岩盤クリープ”か
ら地すべりへ移行する際にすべり面に集まっ
た炭質物なのかもしれない．いずれにせよ，
こうしたすべり面が調査ボーリング・コアー
においてぱ石炭層中に生じている”とみな
され，さらには流れ盤の地すべりだと判断さ
れることはありうる．成羽層群地すべりの地
質的素因としては，したがって，変形運動の
際に破砕されやすい脆弱な炭質泥岩層の挟在
が，岩盤の強度を低下させる役割を果たし．
“岩盤クリープ”が容易に起こりうるという
点にあると考えられる．すべり面の炭質物が，
もとの炭質泥岩層そのものなのか，あるいは
すべり面形成の際に面と交差する炭質泥岩層
から供給されたものかは不明であるが，岡
本・田中(1990)らの指摘するように，難
透水層をなして地下水位を上昇させ，地すべ
りの活動を助長していることは予想される．
しかし,4.5で記述したように，すべり面
粘土鉱物のＸ線解析結果によれば，スメクタ
イトなどの膨潤性粘土鉱物が関与しているわ
けではなさそうである．
　５．２　地形的誘因
　地すべりと地形発達史との関連を検討した
ところ，地すべり地形は侵食平坦面や段丘面
に規制されていることがわかってきた．地す
べり地形の下端部の高度は，河床面の高度に
一致するもののほかに，段丘面や侵食平坦面
などのより高い地形面の高度に一致するもの
が見られる．これは，段丘面が河床レベルに
あった時期と現河床が形成されてからの時期
の，形成年代の異なる新旧の地すべり地形が
併存していることを意味していると思われる．
地形図や空中写真の判読によって大まかに見
積もられる開析度と比較しても，下端高度の
高いものほど古い時代に形成された地すべり
地形であることが推定される．本調査地域を
含め，成羽層群の分布地域周辺は，吉備高原
面などの古い地形面が比較的よく残る一方，
河川による激しい下刻が進行中で，谷は不安
定な急斜面からなる．こうした地形的な特性
も成羽層群地すべりの誘因となっているよう
に思われる．
　　　　６．結論
　成羽層群地すべりの特性として以下のこと
が明らかになった．
　１）地すべりは炭質泥岩層を多く挟む層準
に多発している．
　２）地すべりは必ずしも流れ盤斜面に集中
するわけではない．その場合，強度の弱い炭
質泥岩層や泥岩層に起こるクリープが地すべ
りの発生に寄与していると考えられる．
　３）地すべり地形の下端高度は，現河床面，
段丘面，侵食平坦面によって規制されている．
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